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平成7年度に注目された病害虫防除薬剤
はやし

社団法人日本植物防疫協会試験事業部 林;

平成 7 年度の農薬委託試験は， 10 月 に 開催さ れた リ ン
ゴ農薬連絡試験成績検討会を 皮切 り に， 一般委託試験成
績地域検討会な ら びに総合判定会議， 各連絡試験成績検
討会が順次開催 さ れ， 依頼さ れた薬剤の各種病害虫 に対
する効果や使用方法の検討を行っ た。

こ こ で は， 平成 7 年度 に委託さ れた薬剤の 中 で， 注 目
さ れた薬剤な ら びに試験の傾向 に つ い て紹介する。

I 平成7年度の委託試験薬剤の傾向

〔殺菌剤〕

本年度依頼さ れた薬剤数は 319 薬剤で， そ れ ら は複数

の作物・病害 を対象に延べ 2， 672 件が試験 さ れた。 薬剤

数は前年度 と 比べて ほぽ同 じ であ り ， 過去 4 年間の薬剤

数の推移を見て も ， 年次変動は ある も のの 320 剤前後で
推移 し て いる。 薬剤の多 く は既存剤 も し く は既存混合剤

の適用拡大 を 目 的 と し て お り ， 本年度 は特に 多 い傾向 に
ある。 一方， 新規化合物 を 有効成分 と する新規剤の場
合， 単剤が全体の1 0%程度 と こ こ 4 年間横ばい状態であ
る。 ま た既知化合物 と の混合剤に つ い て は年々 減少 し，
本年は 7%程度 を占めるに す ぎ なか っ た (図一1) 。 薬剤の

種類は， 化学合成農薬が主体では あるが， 数は少な い も

のの， 最近は無機物や微生物資材を利用 し， 安全性 を強

調 し た薬剤 も 試験 さ れて いる。
対象作物別 に見る と ， イ ネ及び落葉果樹， リ ン ゴ等 に

対する試験の減少が 目 立つた。 こ れ は大型新規剤の主要
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作物・病害に対する試験が終了 し たこ と が影響 し て いる

と 思われる。 野菜類 に つ い て も 同様の傾向 が見 ら れた

が， 反面， 土壌病害 を対象 と し た 土壌消毒剤 と ， マ イ ナ

ー的な作物・病害 に対する試験が 目立ち ， そ のた め大 き

な滅少は 見 ら れな か っ た。 チャ と 常緑果樹で は， 新規剤

は多 く ない も のの， 既存剤が引 き 続 き 試験 さ れ， 前年度

と 同様の試験数であ っ た。 唯一 シパに つ い て の み， 新病

害 に対応すべ く 試験が実施さ れた た め増加 し た。 ま た，
生物農薬に つ い て も 新た に 3 剤が依頼さ れた が， 殺虫剤

ほ ど活発ではな い。

〔殺虫剤〕

本年度依頼さ れた薬剤数は 324 薬剤で， 前年 よ り 若干

増加 し た も のの， 過去 4 年間の推移を 見る と 減少傾向で

あ っ た。平成 4 年度 は新規化合物の件数が 97 件であ っ た

が， 平成 7 年度 は 81 件に減少 し た。 ま た ， 新規化合物 と
既知化合物の混合剤の依頼件数 も ， 平成 4 年度 53 件に対

し て平成 7 年度 は 25 件 と 半減 し て いる ( 圏一2) 。
薬剤の種類の内訳を みる と ， 一般的な有機合成化合物

が主体をなすが， 有機物で は あ っ て も IGR剤や， 植物抽
出物や石油精製物の よ う な天然物由来剤 も 試験 さ れて い
る。 ま た， こ こ 数年来の傾向 を受 け， 生物農薬の増加が
目立つた。

対象別の依頼数を 見る と ， カ ン キ ツ と 生物農薬で増加

し た ほ か は， 平成 6 年度 よ り 減少 し た。

6 7 
年度

図ー1 殺菌剤依頼薬剤数の推移
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図ー2 殺虫剤依頼薬剤数の推移

表-1 平成7年度に初めて依頼のあった薬剤(殺菌剤)

H 注目された新規化合物を含む薬剤

〔殺菌剤〕

平成 7 年度 に委託さ れた新規剤は 66 薬剤で， そ の 内訳

は 単剤 が 43 剤， 既知化合物 と の 混合剤 が 23 剤 であ っ
た。 た だしそ の多 く は前年度 よ り 継続 し て試験を実施し

て お り ， よ っ て本年度で評価を得た も のや， 前年度 ま で

に主要な作物・病害への試験が終了 し， よ り 細かな対象

への試験の移行が 目 立 つ て いる。 ま た， 本年度 よ り 試験

が開始 さ れた新規剤 は 9 剤であ っ た が， 初年度のた め に
対象 は少 なし 今後の動向が注 目 さ れる と こ ろ である
(表 1) 。

新規剤の中で特に注 目 さ れた 単剤 を以下に示す。

1 広い殺菌スペクトラムを示す防除剤

菌の呼吸阻害作用 を有するメ トキ シ ア ク リ レート系化
合物の IC IA-5504， 同様の作用 を持つストロビ、ル リ ン系

のストロビー (BAS-490) がある。 試験は 平成 5 年度 よ

り 実施 さ れて お り ， いずれ も イ ネ ・ ム ギ類， 野菜， 花

き ， 果樹， チャ， シパ等幅広い作物の糸状菌性病筈を対

象 に試験が行われて いる。 本年度 は IC IA-5504 が 18 作
物 27 病害， ストロビーが 26 作物， 30 病筈に つ い て試験

さ れ， そ の多くは安定した効果が認め ら れた。
2 イネ紋枯病防除剤

フ ラ メ ト ピ/レ を有効成分 と する リ ンパー(S-658) と ，
チ フ ルザミド を 有効成分 と する グレー タ ム が上げ ら れ
る。 吸収移行性に優れ， 予防 と 治療の両効果 を示す。 い
ずれ も 1 kg 散布があるのが特徴であ り ，い も ち病防除剤

と の混合 も 検討 さ れて いる。 ま た リ ンパー は シパの病害

に対しで も 試験を行っ て いる。

薬剤コード・

成分

IKF-916 

フ ロ ア プル

100 g/L 

KIF-916 

乳剤 90% 

M“010 

粒朔U 12.5% 

OK-9501 

水溶剤

13.7% 

OK-9502 

水和剤

30+15% 

NNF-9425 

粉河U 1% 

フ ロ ア プノレ

20% 

SB-343 

くん煙頼粒

2% 

SB-344 

WG 40% 

S-2900 

粉河U 1% 

粒剤 3%

一一一 2 一一一

依願作目・害虫 官fflì 考

ノマレイショ ・トマト 部菌類に対し選択性が

.疫病 高い。

イチゴ:うどんこ病 食品含有物。 予防効果

が主体。

野菜・花き 土壌病害 土壊消毒剤。

イネ:種子消毒 有機銅化合物。 広い殺

トマト・パレイショ 菌 ス ペ ク ト ラ ムが あ

:疫病 る。

キュウリ 斑点細菌病

トマト・パレイショ 新規化合物の混合剤。

疫病 広い殺菌スペクトラム

キュウリ:うどんこ病 がある。

- べと病

イネ:いもち病

イチゴ うどんこ病 新規のEBI剤。

キク ・白さび病

シパー葉腐病(ラージ 新規のEBI剤。

パッチ)・ダラース

ポット病

イネ:いもち病 吸収移行性及び残効性

に優れる。



平成 7 年度に注 目 さ れた病害虫防除薬剤 83 

3 灰色かぴ病， 菌核病防除剤 表-2 平成 7年度に初めて依頼のあった薬剤u (殺虫剤)

宿主細胞壁分解酵素の分泌阻害作用 を有す る ピ リ ミ ジ

ナ ミ ン系化合物の薬剤で， メ パニ ピ リ ム を有効成分 と す

る フ ル ピ カ (平成7年 12 月 に 登録) ， ピ リ メ タ ニル を有

効成分 と す る ス カ ー ラ ， シ プロ ジニル を有効成分 と す る

CG-201 が野菜 と 果樹の灰色か び病 を 中心 と し た 主要病

害 に つ い て試験 さ れて お り ， 高い効果 を示 し た 。

系統 は異な る が， フ ル ジ オ キ ソ ニル を有効成分 と す る

CG - 173 も予防効果の優れた薬剤 と し て 注 目 さ れ る 。

4 新規の EBI剤

プ ロ ム コ ナ ゾ ー ル を 有効成分 と す る モ ル ガ ン が， 以前

よ り 果樹 を 中 心 に 試験 を 実施 し て い る 。 そ の 多 く は効果

が高 い こ と が認め ら れてお り ， 本年度 は処理濃度 の見直

し に つ い て の試験が行わ れ た 。 ま た テ ト ラ コ ナ ゾー ル を

有効成分 と す る TMF-941 が， 野菜 な ら び に 果樹の主要

病害 に対 し て 試験が行わ れた。 な お新規の EBI 剤 に つ い

て は， こ の ほ か にもい く つ か試験が行わ れて い る 。

以上記載 し た 薬剤 の 中 に は， 登録 さ れたものや， 登録

間近のものもい く つ か見 ら れ る 。 今後 は剤型変更， 他作

物への適用拡大， 混合等 に移行す る もの と 思わ れ る 。

〔殺虫剤〕

平成7年度 に 初 め て 依頼が あ っ た 化合物 は ， 12 種類

(剤型が数種 あ っ て も 1 種類 と 数 え る ) で あ っ た (表

2) 。 こ れ ら も含 め て 平成7年度 に 委託 さ れた新規化合物

を含む薬剤 は 106 剤 ( 同一化合物で剤型が 2 種 あ る もの

は 2 剤 と 数 え る ) で， 単剤 は 81 剤， 混合剤 は 25 剤であ

っ た 。 以下， 注 目 さ れ る もの を い く つ か示す。

1 ク ロ ロ ニコ チニル系化合物

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 剤 ( ア ド マ イ ヤ ー ) が先行 し た同系

統の薬剤 の 中 で， 平成7年度末 に ア セ タ ミ プ リ ド 剤 ( モ

ス ピ ラ ン) ， ニテ ン ピ ラ ム 剤 (ベス ト ガー ド ) の登録がな

さ れた。 先年 に引き続き7年度も試験が行わ れた 。 こ の

2 剤もや は り 高い効果 と 残効性が期待でき る 大型剤で あ

る 。 ア セ タ ミ プ リ ド 剤 は野菜， 果樹の半麹 目 ， 鱗趨 目 ，

総麹 目 を 中心 に ， ま たニテ ン ピ ラ ム 剤 は水稲害虫も含 め

て試験が進め ら れて い る 。 そ の ほ か成分未公開 の新規薬

剤の中 にもい く つ か本系統のもの が含 ま れて い る もの と

み ら れ る 。
2 クロJレフェナピル剤(コテツ)

数年次 に わ た っ て 試験が実施 さ れて い る が， ダニ類 を

薬剤コード・

成分

TOC -1181 
フロアプル

20% 

MTI-446 
水溶剤 20% 
数 剤

1% ・2%

AGI -941 
液�J 5% 

DPX-062 
フロアプJレ

5% 

TI -435 
フロアプル

10% 

10M 

ANS-118 
粉剤 0.3%
フロアプル

5% 

AKD-3059 
粒剤 1% 

KIF-21 
乳剤 90% 

M-010 
粒淘U 12.5% 

TMI -9212 
液剤U 2% 

KM-501 

依頼 作目・ 害 虫 備 考

リンゴ ・チャ:鱗麹目 遅効的であるが ，残効
性がある。

イネ: 半麹目・鞘麹目 浸透移行性があり，長
果菜:吸汁 害 虫 ・マメ 期残効が期待 できる。

ハモグリパエ・ ス
リップス

リンゴ ・カンキツ:吸
汁 害 虫・スリップス

カンキツ:ハダニ 成分 は デンプン。 気門
果菜:ハダニ・吸汁 害 を封入して窒息死させ

虫 る。

果樹・野菜:鱗麹目 食毒活性が強< . 鱗麹
チャ: ヨコパ イ・ハマ 自に効果が高い。

キムシ 各種抵抗性 害 虫 に有
効。

イネ・野菜・果樹・チ 浸透移行性があり，長
ャ:鱗 麹・ 半麹目 期残効性。
害 虫

野菜・花木・果樹:ァ トチュウ・ニンニク・
プラムシ・鱗麹目 コショウエキス

忌遊性がある。

イネ・野菜・チャ・リ 鱗麹自 害 虫に優れた 効
ンゴ :鱗麹目 果がある。

野菜:センチュウ類 浸透移行性を有する接
触型殺センチュウ剤 。

イチゴ :ハダニ 被 害 軽減効果・密度抑
トマト: マメハモグリ 制効果が 主体。

ノ守コニ 食品含有物な ので，安
全性が高い。

トマト・メロン:ネコ 土壌に 混和された薬剤
プセンチュウ は ， 水分により分解

し ， 発生したガ スで土
壌くん蒸する。

アブラナ 科:コナガ B.t. 剤 の生 菌 剤 。

シパ:コガネムシ類 コガネムシ類に効果の
ある B.t 剤 。
速効性はないが ，比較
的長い残効性を示 す。

中心に， コ ナ ガ， ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 等 にも高い効 Spinosad 剤 ( DEI - 9101) が試験 さ れて い る 。 総麹 目 ， 鱗

果 と 長 い残効 を 示す新系統薬剤で あ る 。 野菜， チ ャ ， 果 麹 目 等 に低薬量で高い効果が得 ら れて い る 。 水稲以外の

樹の登録 を 目 指 し て い る 。 広い作 目 で試験が実施 さ れてい る 。

3 マ ク ロ ラ イ ド 系化合物 4 ピ メ ト ロ ジ ン剤 ( チェス )

エ マ メ ク チ ン ペ ン ゾ エ ート剤 (ア フ ァ ー ム ) と 新系統の化合物で， 遅効的 な が ら 半麹 目 に対 し て高い

一一一 3 一一一
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効果 をもっ。 天敵 に 対す る 影響 は少な い と さ れて い る 。

水稲， 野菜， 果樹で登録が進め ら れて い る 。

5 AK D-2023 剤

新 し い タ イ プの ダニ剤で， お お むね良好な効果が得 ら

れて い る 。 野菜， 果樹， チ ャ で試験が進め ら れて い る 。

6 YI-5301 剤

ハ ダニ類の卵 ・ 幼若虫 に高い活性 を 示す新 し い タ イ プ

の 殺 ダニ剤。 野菜， 果樹， チ ャ で登録が進 め ら れ て い

る 。

E その他注目された事項

1 生物農薬

各種病害虫の抵抗性や， 化学物質の環境汚染問題の提

起な どか ら ， 生物の農薬的利用 が重要視 さ れて お り ， 既

に 数種の殺虫剤の生物農薬が上市 さ れて い る 。 本協会で

も生物農薬の重要性 に か んがみ， 平成 6 年度 よ り 生物農

薬連絡試験 と し て検討 を進め てきて い る 。 日 本 での利用

は ま だ手探 り な状況で は あ る もの の， 平成7年度 は 6 年

度 よ り さ ら に 試験依頼が増加 し た 。 現在最も注 目 を集 め

て い る 分野であ る 。 本年新た に依頼の あ っ たもの を表-3

に 示す。 な お殺菌剤で は ， 非病原性軟腐病菌製剤の CGE

-901 が一般委託試験 と し て 平成 5 年度 か ら 試験 さ れて

きて お り ， 実用性の評価 を 受 け て い る 。 今後圏 内 での効

果的な利用方法の確立が望 ま れ る 。

2 抵抗性の発現しに くい作用機作を有す る と恩われ

る 農薬

近年特 に ハ ダニ類 ・ ア プ ラ ム シ類や う ど ん こ 病等で，

こ れ ま での有機合成農薬 に 対す る 抵抗性 ・ 薬剤耐性が問

題 と な る に つ れ， 抵抗性の発現 し に く い農薬が要望 さ れ

て い る 。 こ の よ う な背景か ら ， 殺虫剤では平成 4 年度 に

登録 さ れた オ レ イ ン酸ナ ト リ ウ ム ( オ レ ー ト 液剤) に続

表-3 平成7年度に新たに依頼のあった生物農薬

薬 剤j名

殺虫剤
MB-94水和剤
MB-95水和剤
TAB-6 
TMB-951 
TAB-7 

THRI POR- L 

殺菌剤

成 分

Metarhizium aniso.ρl必e(糸状菌)

Beauveria bassiana (糸状菌)
Digl)φh出血四(ヒメ コ ノfチ )
Aschersonia aleyrod，田(糸状菌)

Aphidoletes aphidimyza ( ショクガタマパ
エ)

Grius faevigatus (ヒメハナカメ ム シ の 1
種)

5B-902 未公開指抗菌
5B-903 未公開拾抗菌
アグロ ミック5K55 I Trichoderma harzianum (糸状菌)

き， 数社 よ り 害虫の気門 を閉鎖す る こ と に よ り 殺虫効果

を示す薬剤の試験が実施 さ れてきて い る 。 こ れ ら の薬剤

は残効性もな く ， 薬液の散布む ら の部分に は 全 く 効果が

期待できな い こ と と ， ま た 散布濃度 ・ 時期 を誤 る と 薬害

の発生が懸念 さ れ る が， 対象 に 十分薬液がかかれば抵抗

性の心配もあ ま り なし散布後 に侵入 し て く る 天敵類に

も影響がな く ， ま た 収穫物の残留毒性の心配も少な い と

い わ れ る 。 ま た殺菌剤 に お い て は， う ど ん こ 病等 を対象

に無機物や食品添加物等 を 有効成分 と し た 薬剤が引き続

き試験 さ れて い る (表 4) 。 今後 こ れ ら の薬剤 を 有効利用

す る よ う な散布時期等の検討が望 ま れ る 。

3 土壌消毒剤 に ついて

環境保全型農業が推進 さ れ る 中， 臭化 メ チ ル の使用規

制 に伴 う 代替剤 を 目 的 と し た と 思 わ れ る 土壌消毒剤 の試

験が 目 立 つ た 。 対象が難防除の土壌病害虫 の た め， 安定

し て効果 を発現 さ せ る の は難 し い面もあ る が， 新規剤及

び適用 拡大 を 目 的 と し て 多 く の 薬剤が試験 さ れ て い る

(表 -5) 。 病害対象 に は， BJL-861 や キ ルパ ー が多 く の病

害 に つ い て試験が行われ， 比較的安定 し た効果が認め ら

れた。 セ ン チ ュ ウ 対象 と し て は， キ ルパ ー や ネ マ ト リ ン

の よ う に適用拡大 を進め る もの は好成績 を 得 る もの が多

い。 ま た新規化合物の AK D -3059， BJL-932， M-010 は

成績の ふ れ は あ る もの の ， 十分な効果 を あ げて い る 成績

も認め ら れ， 今後処理方法等 を 吟味 し て い け ば期待でき

る と 考 え ら れ る 。 ま た NK-511 は， ク ロ ルピク リ ン液 を

表-4 平成7年度 抵抗性の発現しにくい 作用機作を有する と思わ
れる主な農薬

薬 剤 名

殺虫剤
オレート液剤

]T-201 B液剤

AGI-941液剤

成 分 対象作物・病害

オレイン酸ナトリウ ム|野菜 ・カンキツ の
20% 半麹目 ・コナガ ・

ハダニ類
オレイン酸カリウ ム |野菜 ・果樹 の半麹

30% 目 ・ハダニ類
デンプン 5% 野菜 ・カンキツ の

半麹目 ・ハダニ類
KI-66フロアプル |精製マ シン油 10% Iカンキツ の ミカン

大豆レシチン 5% ハダニ
殺菌剤

RF-3002 炭酸水素カリウ ム |野菜の 糸状菌性病
80% 害

オレート液剤 |オレイン酸ナトリウ ム|野菜のうどんこ病
20% 

ジーファイン水和剤 | 炭酸水素ナトリウ ム | 野菜のうどんこ病
46% 

無水硫酸 銅 30% 
ハーモメイト水溶剤 | 炭酸水素ナトリウ ム | 野菜 ・花き ・シパ

80% の 糸状菌性病害
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平成 7 年度に注目 さ れた病害虫防除薬剤 85 

表-5 平成7年度に依頼のあった土纏病害 虫 の薬剤

薬 剤j名

AKD-3059位剤 事

B]L -861微粒剤 *事

B]L -932粒剤 *
DC油剤 帯

IKI-1145 SL * 

M-010粧剤 *帯

NCS*非

N K-511 *非

有効成分 名 ・盈

新規化合物 1% 

ダゾメット 98% 

新規化合物 2% 
1，3ジクロロプロペン 92% 
ホ スチアゼート 30% 

新規化合物 12.5% 

カーパ ム 50% 

クロルピクリン 99.5% 

オキサ ミル 0.8% 

使 用 方 法 | 備 考

定植・播種前全面土棚和 | 浸透移行性のある接触型殺セ

定植・婚種前全面土壌 混和

定植・橋種前全面土壌混和
定植前土填注入
生育期作条漕注

ンチュウ剤 。ガ ス抜き不要。
被覆・ガ ス抜き要。適用拡
大，幅広い 作物・病害 虫 を対
象
ガ ス抜き不要。
ガ ス鍍き要。適用鉱大
生育期処理で 治療 効果を期待
する 。

定植・輔前全面土棚和 | 被覆・ガ ス抜き要。野菜の土
綾病害 ・センチュウを対象の
新規葉剤

定植・播種前全面土犠混和 | 被覆・ガ ス妓き要。原液を希
釈し散布後混和処理する 。

土壌 表面静置 | クロル ピクリン の新剤 型。原
液を包装フィル ムに封入。土
壊水分 により溶解。処理時の
刺激臭の低減。処理の簡便化
が可能。

定植・播種前全面土壊混和 | 既存薬剤 の浪度変更SI-9316粒剤 *
SK-DZ油剤 * クロルピクリン 80% 定植20目前マル チ睡内処|ガ ス抜き不要。コガネムシに

ダイアジノン 2% 理 |も 効果 。
キル パー液剤 *事 ナトリウ ム=メチルジチオカル パ |定植前土壊注入 !被寝・ガ ス抜き要。適用拡大

マート 30% 
ディ ・トラペックス油剤 非 メチルイソチオ シアネート 20% I 定値前土壌 注入 被覆・ガ ス抜き要。適用鉱大

ネマトリン粒剤 *
ボルテージ粒剤 6 *

1，3ジクロロプロペン 30% 
ホ スチアゼート 1% 
ピラクロホス 6% 

モーキャップ 3MC位剤 *1エトプロホス 3% 
ルーテクト 60油剤 *書 | クロルピクリン 60% 

DCIP 20% 

定植・播種前全面土壊混和|適用舷大
定植・播種前全面 ・植鴻土|適用拡大
犠混和
定植・播種前全面土媛混和|適用鉱大
定植10-20目前マル チ畦 |ガ ス抜き不要。
内処理

注:ホを付した薬剤 はセンチュウ類 ， 事を付した薬剤 は病害 カササ象

袋-6 平成7年度特別連絡試験で ミカンキイロアザミウマに 実用
性あり と判定された薬剤

作物名

イチゴ
ナ ス
ピーマン
キュウリ
キ ク
ガーベラ
/� ラ

薬 剤 名

モ スピラン水溶剤 ，マラソン乳剤
アーデント水和剤
アーデント水和剤y，モ スピラン水溶剤
アーデント水和剤
オンコル粒剤 ，カスケード乳剤 ，ホスピット乳剤 75
オルトラン水和剤 ，カスケード乳剤
アーデント水和剤 ，カスケード乳剤 ，モ スピラン水溶
剤

4 処理方法 に ついて

前年度 に引き続き省力化 を 目 的 と し た 製剤変更， 処理

方法も見 ら れた 。 イ ネ の投げ込みゃ額縁処理等 の畔か ら

の処理が試験 さ れた 。 ま た 1 回処理 に よ る 穂いもち 防除

ま での長期残効性の検討， 除草剤で み ら れ る 1 kg 散布 に

よ る 効果の検討が行わ れた 。 ま た 従来の ボ ル ド ー液調製

の煩雑 さ を 解消 し た IC ボ ル ド ーも果樹 を 中心 に幅広 く

試験が行わ れ， 高 い効果か溜 め ら れた 。

5 ミ カ ンキイ ロアザミウマ

ア メ リ カ 西部原産 の本害虫 は ， 平成 2 年 に埼玉， 千葉

で発生が確認 さ れて 以来， 徐々 に 分布 を 拡大 し ， 果樹，

包装 フ ィ ルム に封入 し たもので， 地表面 に 設置す る だ り 花き類 を 中心 に 広範 な 作物 に 被害 を 及ぼ し て い る 。 本協

で従来の点注処理 と 同等 の効果が得 ら れて お り ， 加 え て 会では有効な薬剤の早期登録 を 目 的 に ， 昨 年 に 引き続き

処理の簡便化， 刺激臭の低減も図 ら れて い る 。 特別連絡試験 を 実施 し た 。 本種は薬剤感受性が低 い う え
に ， 特に花な ど で は 次々 と 外部か ら 成虫が飛来 し て被害
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を与え る こ と や生活史が複雑であ る こ と な ど， 生態上の 衰ー7 平成7年度総合判定 で実用性あり と判定された薬剤 ，依粋

問題か ら ， 高い効果 を期待す る こ と が困難な害虫であ る (殺菌剤 ，稲 ・ 麦関係)

が， 本年は数種 の 薬剤が実用性あ り と 判定 さ れた (表ー

6) 。 当協会 と し ても こ れ ら の薬剤の早急な登録 を 支援 し

て い る と こ ろ であ る 。

6 新病害 に ついて

病害 に お い て は， 限 ら れた 地域で問題 に な っ て い る マ

イ ナ ー な作物 ・ 病害への対応が 目 立 つ た 。 最近， ネ ギの

小菌核腐敗病 に対す る 薬剤登録の 要望が高 く ， そ れ に対

応すぺ く 試験が開始 さ れ， ペ ン レ ー ト が実用性の評価 を

得た。 加えて継続中の薬剤もい く つ か控えて い る 。 ま た

芝草で は疑似葉腐病 (象の足跡， イ エ ロ ーパ ッ チ ) ， 炭 そ

病， テ イ ク オ ー ルパ ッ チ等の新病害 に対す る 試験が多 く

実施 さ れて お り ， 引き続き次年度も実施 さ れ る もの と 思

わ れ る 。

IV 実用性あ り と判定された薬剤

各成績検討会 な ら びに 総合判定会議 に お い て 実用性あ

り と 判定 さ れた薬剤の 中 で， 新規剤 を中心 に 注 目 さ れた

薬剤 を示す (表7---- 12) 。 な お ， 生物農薬 に つ い て は， 本

稿 を執筆中 に は ま だ平成7年度の成績検討会が終了 し て

い な い た め 除外 し た 。

ま た ， 桑農薬連絡試験成績検討会 は平成 6 年度 をもっ

て終了 し た が， 蚕 に対す る 影響試験， 特 に 残毒 日 数の検

定 は引き続い て 実施 し て い る 。

表-13 に ， 紙面 を借 り て ， 本年度実施 さ れた薬剤 に つ い

て の結果 を記す。 参考 に し て い た だ け れ ば幸いであ る 。

作物名 病害 名 薬 剤 名

イネ いもち病 0603フロアプJv，オリゼメート粒剤 24，
オリゼメートプリンス粒剤

稲こうじ病 プラシン粉剤 DL

紋枯病 ICI A55ω粉剤 DL 6， ICI A 5504粒剤 1.5，
グレータム粒剤

疑似紋枯症 リンパ一位剤
内頴褐変病 プラシン粉剤 DL

もみ枯細菌病 サイトプラス液剤 ，ヘル シード T水和剤j
(種子消毒)

苗立枯細菌病 ウィスベクトスターナ水和剤 ，サイトプ
(種子消毒) ラス液剤

コムギ 赤さぴ病 SB-330フロアプル
うどんこ病 CG-201頼粒水和剤y，ICI A 5504フロアプ

ル 20，カラセン乳剤
赤かぴ病 ICI A 5504フロアプル 20

眼紋病 CG-201頼粒水和剤

イネ ・ムギ類に対しては ， 93薬剤について 510 試験が実施され
た. 病害 の種類 は 主要な いもち病や紋枯病が多く，近年問題となっ
ていたもみ枯細菌病や苗立枯細菌病等 の種子伝染性病害も引き続き
試験が行われた. 薬剤 は例年に増して混合剤 が多しそ のため表に

示 すように新たな対象に対して実用性の評価を受けた薬剤 は少なか
った. この中で ICI A5504 はイネ ・ムギの病害についていずれも高
い効果を示した. 本剤 は本年度より 試験を実施した病害も多しま

たプロベナゾール と の 混合も検討されており， 効果 が期待される.
他に種子伝染性病害に 効果を示したサイトプラ ス ( 有効成分 は微生
物発酵代謝産物等)も注目される.

表-8 平成7年度総合判定で実用性あり と判定された薬剤 ，抜粋 (殺菌剤 ，野菜 ・ 花き関係)

作物名 病害 名 薬 剤 名

トウモロコシ す す紋病 トリプミン水和剤

I�レイ ショ そうか病{種いも消毒) AGF-945水和剤

疫病 ICボルドー66 D銅水和剤
粉状そうか病 ネピジン粉剤

ヤマノイモ 葉渋病 ベルクート水和剤

アズキ 灰色かぴ病 KUF-9102フロアプル

キュウリ ベ と病 ICI A 5504フロアプル 20，ストロピーフロアプル
灰色かぴ病 CG-173フロアプル 20， ICI A 5504フロアプル 20
うどんこ病 ICI A 5504フロアプル 20，TMF-941EW 10，サンマイトフロアプル ，フ

ル ピカフロアプル

カボチャ 疫病 ベフドー水和剤
うどんこ病 ストロビーフロアプル

スイカ 炭そ病 ICI A 5504フロアプル 20
つる枯病 ICIA 5504フロアプル 20

メロン べと病 ICI A 5504フロアプル 20
黒変根腐症 B]L -861微粒剤
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表-8 (続き)

作物名 病害名 薬 剤 名

メロン つ る 枯病 ICIA 5504フロアプル 20，トモオキ シラン水和剤 ，ポリオキ シ ン AL 水

溶剤
うどんこ病 ICIA 5504フロアプル 20.サンマイトフロアプル

トマト 育枯病 NCS 

葉かぴ病 ベル クート水和剤

灰色かぴ病 CG-173フロアプル 20

萎ちょう病 キル パー液剤

ナス す すかぴ病 ラリー水和剤
灰色かぴ病 ベル クート水和剤j
うどんこ病 ICIA 5504フロアプル 20，ハーモメイト水溶剤

ピーマン うどんこ病 オリゼメート粒剤

キャ�ツ 黒 腐病 カセット水和剤 ，パリダ シン液剤 5

軟腐病 オキ シンドーフロアプル

根こぷ病 キル パー液剤

プロツコリー 軟腐病 Zボルドー

ハクサイ 軟腐病 CGE901水和剤

し り 腐病 S-8239穎粒水和剤

カプ 萎貧病 町L -861微粒剤 ，ディ・トラペック ス油剤

根こぶ病 NCS 

ネギ 軟腐病 ナレート水和剤

黒斑病 ベル クート水和剤

さぴ病 ICIA 5504フロアプル 20

小菌核腐敗病 ベンレート水和剤

タマネギ 白色疫病 フェスティパル C水和剤

ラッキョウ 白色疫病 フロンサイド水和剤

アスパラガ ス 茎枯病 IC ボルドー 66 D銅水和剤

レタス 腐敗病 オキ シンドー水和剤 80，オキ シンドーフロアプル ，ドキリンフロアプル

ベ と病 ヨネポン水和剤

ゴ ボウ 黒斑細菌病 Zボルドー

イチゴ 灰色かぴ病 ICIA 5504フロアプル 20，ハーモメイト水溶剤

萎糞病 ルーテクト 60油剤

炭そ病 ICIA 5504フロアプル 20，キノンドーフロアプル

うどんこ病 ICIA 5504フロアプル 20，T MF-941 EW ，オレート液剤 ， ピラニカ
EW ，フル ピカフロアプル

チューリップ 球根腐敗病 フロンサイド水和剤

キク 白さび病 ストロビーフロアプル

ノてフ 黒星病 ストロビーフロアプル ，モルガンフロアプル

うどんこ病 T AIF-25液剤 ，TM F-941 EW ，ストロビーフロアプル ，ハーモメイト

水溶剤

ベゴニア うどんこ病 オル トランc (エアゾル)

カーネー ション さぴ病 マネージ乳剤

ユリ 業枯病 アロンサイド水和剤

トルコギキョウ 灰色かぴ病 フル ピカフロアプル ，ベル クートゾル

シャクヤク 灰色かぴ病 ポリオキ シン AL 水溶剤
L一一一 」
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作物名

サ ル ス ベ リ

植 物 防 疫 第 50 巻 第 3 号 0996 年)

病害名

うどんこ病

表-8 (続 き )

ベルクー ト 水和剤

薬 剤 名

野菜， 花 き 類 に対 しては 13 2薬剤 につ いて 1 . 080 試験が行われた.薬剤数は前年度 よ り も多 か っ たもの の 1 薬剤 につ

いての対象数が少な か っ た た め ， 件数はわずか に減少 し た .例年と同様ナ ス 科， ウ リ 科， ア ブラ ナ 科等の主 要作物 に対す

る 試験が多 いが， 前述の よ う に花 き や7イ ナ ー作物 ・病害， 土嬢病害の試験が増加 してい る のが特徴であ る .こ こでも目

立 つ の は ICIA 5504 で， 多 く の作物 ・ 病害 に対 して実用性の評価を受けてい る . ス ト ロ ビ ーは本年度 の試験の 多 く が

初年度であ る た め， 来 年度 によ り 多 く の評価を得るものと思われ る . フ ル ピカ も同様の傾向であ り ， 特 に本年度は花 き

に対す る 試験が多 く な っ てい る .ま た 既存剤ではあ る が， B JL-861， キノレバー， ベルクー ト ， フ ロ ンサ イ ド等も活発な 動

き を見せてい る . 病害ではキ ュ ウ リ とイ チ ゴ のうどんこ病で評価を受けたものが多 く ， 特 にイ チ ゴは最近効果の低下

が指 摘されてお り ， それ を受けて新規剤 を 中心に試験を行っ た結果であ る と思われ る .ま た ， 生産現場か ら 薬剤の早期

登録が望ま れてい る メ ロ ン の黒変根腐症， ネ ギ の小菌核腐敗病， カ プの萎貨病等やア ブラ ナ 科の細菌性病害 にお いて実

用性の評価を得た薬剤が見 ら れ る .

作物名

ナ シ

モ モ

ウ メ

プドウ

カ キ

イ チジ ク

リ ン ゴ

表-9 平 成7 年度総合判定で実用性あ り と判定された 薬剤， 抜粋(殺菌剤， 連絡試験)

病害名

黒斑病

黒星病

赤星病

輪紋病

灰星病

せん孔細菌病

黒星病

縮葉病
ホ モ プ シ ス 腐敗病

か い よ う病(休眠期)

灰星病

晩腐病(休眠期)

黒とう病

べと病

褐斑病

灰色かぴ病
ペス タ ロ チ ア つ る 枯病

枝膨病

落葉病

炭 そ 病

うどんこ病

すす点病

株枯病

赤星病

斑点落葉病

黒点病

黒星病

モ ニ リ ア病

薬 �J 名

ト ッ プジ ン M ベー ス ト(休眠期) ， ICIA 5504， ロ ア プル 10， YF-561 O フ ロ ア プ

ル， ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル

ICIA 5504 フ ロ ア プル 10， ICボルド -48 Q 銅水和剤， TMF -941 EW 

TMF-941 EW 

ICIA 5504 フ ロ ア プル 10， ア リ エ ッ テ イ 水和剤， イ ン ダー フ ロ ア プル，

ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル

UBF-910 20%水和剤， ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル

ICボルド -41 2銅水和剤

イ ン ダー フ ロ ア プル， ス コ ア水和剤 10

ドキ リ ン フ ロ ア プル

モ ルガ ン フ ロ ア プル

ICボル ド-66 D 銅水和剤， ナ レ ー ト 水和剤

ト ッ プジ ン M 水和剤

パス ポー ト フ ロ ア プル

ICIA 5504 フ ロ ア プル 10

ICIA 5504 フ ロ ア プル 10

ベ フ ラ ン液剤 25

ICIA 5504 フ ロ ア プル 10

マ ネ ー ジ水和剤

HOF-9405 水和剤

ICボル ドー41 2銅水和剤， ス コ ア水和剤 10， ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル，

モ ルガ ン フ ロ ア プル

ベ ン レ ー ト T 水和剤 20(休眠期) ， オ ー ソサ イ ド水和剤 80，

パス ポ 」ト フ ロ ア プル， モ ル ガ ン フ ロ ア プル

ス コ ア水和剤 10

ス パッ ト サ イ ド水和剤

ト リ フ ミ ン水和剤

CG- 214 水和剤， TMF-941 EW， ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル

CG- 201 穎粒水和剤， CG- 214 水和剤， ICIA 5504 フ ロ ア プル 10，

ICボル ドー41 2銅水和剤

CG- 214 水 和剤， ICIA 5504 フ ロ ア プル 10， UBF -910 20%水和剤

CG- 201 頼粒水和剤tl， CG- 214 水和剤， ICIA 5504 フ ロ ア プル 10，

TMF-941 EW， UBF-91 O 20%水和剤， ス カ ー ラ フ ロ ア プル，

ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル， フ ル ピカ フ ロ ア プル

CG- 201 穎粒水和剤， UBF-910 20%水和剤， ア ンピル フ ロ ア プル
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平成 7 年度に注目 さ れた病害虫防除薬剤

表-9 (続 き )

作物名 病害名 秦 剤j 名

リ ン ゴ モ ニ リ ア病 イ ン ダー フ ロ ア プル， ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル， ア ロ ン サ イ ド5C( フ ロ ア

プル)

うどんこ病 CG- 201 穎位水和剤.CG- 214 水利剤.ICIA 5504 フ ロ ア プル 10.

イ ン ダー フ ロ ア プル， プラ ウ 水和剤j

すす点 ・ す す斑病 ICIA 5504 フ ロ ア プル 10.ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル

輪紋病 ICボルドー41 2銅水和剤

オ ウ ト ウ せん孔病 ドキ リ ン フ ロ ア プル

カ ンキツ そ うか病 ICIA 5504 フ ロ ア プル 10.ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル， ベルクー ト 水和剤

黒点病 ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル

か い よ う病 ICボルドー66 0銅水和剤

灰色かぴ病 931 1 水和 穎粒.ICIA 5504 フ ロ ア プル 10.ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル，

マ ネ ー ジ M 水和剤

ピ ワ がんしゅ病 コ サ イ ドOF( 銅水和剤)

キ ウ イ フ 灰 色 か ぴ 病 (貯蔵病 ス ミ プ レ ン ド水和剤

ルーツ 害)

灰色かぴ病 ス ト ロ ビー ドラ イ フ ロ ア プル， ベルクー ト 水和剤

チ ャ 炭 そ 病 ICボル ド -66 0銅水和剤

褐色円 星病 カ ス ミ ンボルドー

灰色かぴ病 フ ロ ン サ イ ド水和剤， ベ フ ラ ン液剤 25

黒葉 腐病 ト ッ プジ ン M 水和剤

シノT さぴ病 5-658 ドラ イ フ ロ ア プル

葉枯病 06 11 フ ロ ア プル.TMF-94 2EC 

葉 腐病(プ ラ ウ ン パッ 0611 フ ロ ア プル.5-8987 水和剤

チ )

葉 腐 病 ( ラ ー ジ パ ッ 061 1 フ ロ ア プル

チ )

フ ェア リ ー リ ン グ病 グ ラ ン サ ー水和剤

疑似葉 腐 病{春はげ 5-658 ドラ イ フ ロ ア プル

症)

ダ ラ ース ポ ッ ト 病 061 1 フ ロ ア プル.5-8987 水和剤.TMF -94 2 EC. ワ ン パッ ト 水和剤

疑似葉 腐 病 ( 象の足 プルー デ ン ス 水和剤， モ ノ クタ ジ ン フ ロ ア プル， ロ プラ ー ル フ ロ ア プル

跡) ワ ン パッ ト 水和剤

連絡試験では， ま ず落葉果樹が 67 薬剤 につ いて 337 の試験が実施された . 例年 に比べ ナ シ に対す る 試験が少 な し
代わ っ てプドウ と カ キが婚加 し た . 落葉果樹の場合.ICIA 5504 や UBF-9 10 . ス ト ロ ビー， モ ル ガ ン 等新規剤が多 く

試験されてお り ， そ の結果， 表 に示す よ う に多 く が実用性の評価を得てい る のが特徴的であ る . ま た ICボル ドーも多

く の作物 に対 し て評価 を 受けてお り ， 本年度 の活発さ を物語ってい る .今後は初年度の試験が多 か っ た UBF-9 10 や シ

プロ ジ ニ ル を有効 成 分とす る CG- 20 1. 214 の動 向が注目 され る .

リ ン ゴ ・ オ ウ ト ウ では 46 薬剤. 273 試験が実施された . リ ン ゴの場合も新規剤が多 く ， 落葉果樹と同様の傾向 を 示

し ， 加 え て CG- 20 1. 214 及 び UB-9 10 が多 岐 にわ た っ て実用性の評価を受けてい る のが目立つ. オ ウ ト ウ では， 近年

は依頼病害の発生が比較的少な い た め， せん孔病のみとな っ た .

カ ンキツ， ピ ワ ， キ ウ イ フ ル ー ツ につ いては， 合わせて 22剤.10 1 試験が実施された . 前年度か ら 継続 し てい る 薬

剤が多いが， そ の 中 でも ICIA 5504 と ス ト ロ ビー の試験は活発であ る . ま た 初年度 の た め 継続と な っ た U BF-9 10(カ

ンキツ灰色かぴ病， そ うか病， 黒点病) や植物調節剤と して既登録の フ ラ ス タ ー (キ ウ イ フ ル ーツ花腐細菌病) も注

目され る と ころであ る .

チ ャ につ いては 20 薬剤.80 試験が実施された .カ ンキツ同様前年度か ら の継続薬剤が多 く ， 新規剤 につ いては 3 剤

であ っ た . このた め実用性の評価は既存剤のみであ る が， そ の 中 で登録薬剤lの な い灰色かぴ病や黒薬 腐病の薬剤が注

目され る .

シパ につ いては 40 薬剤. 259 試験が実施され前年度 に比べて増加 し た . シ パの場合， 実用性の評価 を 受 け たものは

他の連絡試験と異な り ， テ プ コ ナ ゾー ルとペン シ クロ ン を有効 成 分とす る 06 11 や， フ ラ メ ト ピル を有効 成 分とす る S

-658. 5-8987 が目 立つ. ま た 登録薬剤 の な い疑似禁 腐病(象の足跡) につ いても多 く の薬剤が実用性の評価を受けて

い る のが注目され る .
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表ー10 平 成7 年度総合判定で実用性あ り と判断され た薬剤， 抜粋(殺虫剤， 稲 麦)

作物名 害 虫 名 薬 剤 名

イ ネ ウ ン カ ・ ヨ コ バ イ 類 TI-304 ラ プパ リ ダ粉剤 DL， オ リ ゼ メ ー ト プ リ ン ス 粒剤， チ ェス 水和

剤， チェス 粉剤
コ プ ノ メ イ ガ TI-304 ラ プパ リ ダ粉剤 DL， Jレーパ ンパ リ ダ ジ ョ ー カ ー粉剤 DL

ニ カ メ イ チ ュ ウ ト レ ポ ン粉剤 DL， TI-304 ・ パダ ン ・ パ リ ダ粉剤 DL， パダ ンミプ シ ン 1

kg 粒剤

フ タ オ ピ コ ヤガ ト レ ポ ン P 粉剤 DL

イ ネ ッ ト ム シ プ リ ン ス 粒剤 1

イ ナ ゴ フ ジ ワ ン プ リ ン ス 粒剤， ミミ ッ クジ ョ ー カ ー粉剤WL， ト レボ ン サ ー フ ，

プ リ ン ス 粒剤 l

イ ネ シ ン ガ レ セ ン チ ュ ウ オ リ ゼメ ー ト オ ン コ ル粒剤

カ メ ム シ類 MR ジ ョ ー カ ーEW， チェス 水和剤， ミミ ッ クジ ョ ー カ ー粉剤 DL

ム ギ( コ ム ギ) ア プ ラ ム シ類 ア ドマ イ ヤー フ ロ ア プル

イ グサ イ グサ シ ン ム シ ガ なげこみ ト レ ポ ン， ロ ム ダ ン 10% 水和剤

平 成7 年度は 79 薬剤が委託試験 に供され， 455 件の試験が受託された . い く つ かの害虫で見 ら れ る プ リ ン ス 粒剤は

フ ィ プロ ニ ル剤で， イ ミダクロ プ リ ド剤と同様に育苗箱施用 で生育中期以降 ま で効果 を維持す る も の であ る が， ウ ン

カ ・ ヨコ バ イ 類だ け でな く 鱗麹白書虫， イ ナ ゴ に も効果が高か っ た . ム ギの ア ドマ イ ヤー フ ロ ア プル(イ ミダクロ プ

リ ド) は種子 に 塗沫 し て効果 を得る 薬剤 で処理数か月に わ た り ア プ ラ ム シ の 寄 生 を 抑制 し た . ジ ョ ー カ ー (シ ラ フ ル

オ フ ェ ン) は新規の有機ケイ 素系 の化合物で， 各種害虫 に効果が高 か っ た .

表-11 平 成7 年度総合判定で実用性あ り と判定された 薬剤， 抜粋(殺虫剤， 野菜)

作物名 害 虫 名 薬 剤 名

カ ン シ ョ ノ、ダニ類 サ ン マ イ ト フ ロ ア プル

ネ コ プセ ン チ ュ ウ 類 ネ マ ト リ ン粒剤， B]L-861 微粒剤， B]L-93 2粒剤， キル パー液剤

サ ト イ モ ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ ネ マ ト リ ン粒剤

ヤマ ノ イ モ ネ コ プセ ン チ ュ ウ ネ マ ト リ ン粒剤U， ボル テ ー ジ粒剤 6

イ チ ゴ ア ブラ ム シ類 ピラ ニ カ EW， モ ス ピラ ン水 溶剤J

ハス モ ンヨ ト ウ カ ス ケー ド乳剤， ア タ プ ロ ン乳剤
ハダニ類 コ テ ツフ ロ ア プル， ハー ピ ー液剤， シ ー マ ー ジェ ッ ト
ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ モ ーキ ャ ッ プ 3 MC 粧剤

ナ ス タ ノT コ コ ナ ジ ラ ミ ベス ト ガ ー ド水 溶剤

チ ャ ノ ホ コ リ ダニ コ テ ツ フ ロ ア プル

ハダニ類 AKD- 20 23 フ ロ ア プル， YI-530 1 SC， シ ー マ ー ジェ ッ ト

ネ コ プセ ン チ ュ ウ キル パー液剤

ト マ ト ア ブラ ム シ類 チェス 水和剤， チェス 粧剤， ベス ト ガー ド水 溶剤

オ ン シツ コ ナ ジ ラ ミ S- 183 イ エ ロ ー シ ー ト 1， チェス 水和剤， ア クテ リ ッ ク乳剤

タ ノ f コ コ ナ ジ ラ ミ NI- 25 く ん煙剤， チェス 水和剤， ラ ノ ー 乳剤， ペス ト ガ ー ド粒剤

マ メ ハモ グ リ パエ カ ス ケー ド乳剤， MBI-9 11 EC 

ピーマ ン ア プ ラ ム シ類 NI- 25 く ん煙剤， オ レ ー ト 液剤， ベス トガ ー ド水 溶剤， ベス ト ガ ー ド粒剤

ミナミキイ ロ ア ザミウ マ ベス ト ガ ー ド水 溶剤， ベス ト ガ ー ド粒剤
ネ コ プセ ンチュ ウ キJレバー液剤

キ ュ ウ リ ア プ ラ ム シ類 F-5511  A 液剤， OK-940 2粒剤， チェス 粒剤， サ ンプ ラ パーA エ ア ゾノレ， チ

ェス水和剤

タ ノぜ コ コ ナ ジ ラ ミ サ ン コ ン ビ フ ロ ア プル， チェス水和剤U， チェス 粒剤

ネ コ プセ ン チ ュ ウ 町L-93 2粒剤， NCS 
ノ、ダニ類 YI-530 1 SC， コ テ ツ フ ロ ア プル， シ ー マ ー ジェ ッ ト

メ ロ ン ア プ ラ ム シ類 NI- 25 く ん煙剤

ミナミキイ ロ ア ザミ ウ マ ア タ プロ ン新処方乳剤， ベス ト ガー ド粒剤， ラ ノ ー乳剤

タ ノT コ コ ナ ジ ラ ミ カ ス ケー ド乳剤， ベス ト ガ ー ド水 溶剤
ノ、ダニ類 YI-5301 SC 
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平成 7 年度に注目さ れた病筈虫防除薬剤

表-11 (続 き )

作物名 害 虫 名 薬 剤 名

メ ロ ン ネ コ プセ ン チ ュ ウ モ ー キ ャ ッ プ 3 MC 粒剤

ス イ カ ア ブラ ム シ類 N I- 25 く ん煙剤， ト レ ポ ン VP く ん燈剤， ベス ト ガード粒剤
ミナミキイ ロ ア ザミ ウ マ NI- 25 く ん煙剤， ベス ト ガー ド水溶剤， モ ス ピラ ン水溶剤， ラ ノ ー乳剤
ノ、ダニ類 YI-530 1 5C. ハー ビ ー液剤

ネ コ プセ ン チ ュ ウ NC5 

キ ャ ベツ ア プ ラ ム シ類 ベス ト ガ ー ド水溶剤
ア オ ム シ DEI-9101 25%頼粒水和剤

コ ナ ガ DEI-9101 25% 頼粒水和 剤 .MBI -911 EC. NC-l l07 フ ロ ア プ ル . N N  

9401 頼粒水和剤.5B-7 20 水和剤， モ ス ピラ ン粧剤， ゼ ン タ ー リ 頼粒水和剤
タ マ ナ ギ ン ウ ワ パ ア フ ァ ー ム 乳剤， コ テ ツ フ ロ ア プル
ノ、ス モ ンヨ ト ウ ア フ ァ ー ム 乳剤， コ テ ツ フ ロ ア プル
ヨ ト ウ ム シ ア タ プ ロ ン新処方乳剤， ア フ ァ ーム 乳剤， コ テ ツ フ ロ ア プル， ゼ ン タ ー リ

頼粒水和剤， チ ュ ー リ サ イ ド水和剤

ア ス パラ ガ ハス モ ンヨ ト ウ ア デイオ ン フ ロ ア プル， ノ ーモ ル ト 乳剤
ス ヨ ト ウ ム シ ア デイオ ン フ ロ ア プル

ゴボウ ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ 51-9316 粒剤

レ タ ス ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ ボル テ ー ジ粒剤 6. ネ マ ト リ ン 粒剤

ニ ン ジ ン ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ 51-9316 粒剤

セ ル リ ー マ メ ハモ グ リ パエ カ ス ケー ド乳剤

レ ン コ ン マ メ コ ガ ネ ト レボ ン 粉剤 DL

シ ョ ウ ガ ア ワ ノ メ イ ガ「 オ ル ト ラ ン水和剤， ラ ーピ ン フ ロ ア プル

ハス モ ンヨ ト ウ ラ ーピ ン フ ロ ア プル

キク ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ B JL-93 2粒剤

シユッ コ ン ヨメ ナ ス ジハモ グ リ パエ オ ル ト ラ ン水和剤

ア ス タ ー

ユ リ ア ブラ ム シ類 ト レ ポ ン乳剤

ネ ダニ類 ボル テ ージ水和剤

リ ン ドウ ヒラ ズハナ ア ザミ ウ マ ス カ ウ ト フ ロ ア プル， ス ミ チ オ ン 乳剤

ツツジ ・ サ イ シ ュ クセ ン チ ュ ウ ネ マ ト リ ン粒剤

ツキ

街路樹 ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ ア メ シ ロ FW- Ol

水稲， 畑 ネ ズミ・ モ グ ラ ネ マ モ ー ル粒剤 30

平 成7 年度は 170 薬剤の依頼があ り . 1414 件の試験が受託された .抵抗性問題で防除が苦慮されてい る 各作物のハ

ダニ類で， コ テ ツ フ ロ ア プル(クロ ル フ ェナ ピル) .YI-5301 5C. AKD- 20 23 フ ロ ア プル などの新規化合物で高い防除

効果が認め ら れ た . イ チ ゴ のハダニ類のハーピー液剤は， 果樹などでは既登録だが， 雑草 に寄 生 してい る ハダニ を 雑

草ご と防除す る とい うユ ニ ー クな作用 をもっ. 臭化 メ チ ル の使用削減 に伴い期待の高 ま る セ ン チ ュ ウ 剤は， 先 に掲げ

た よ うな薬剤が各種作物で評価 を 受 け た . ト マ ト の 5-183 イ エ ロ ーシ ー ト I(ピ リ プロ キ シ フ ェ ン ) は， 薬剤 を し み込

ま せ た 誘因テ ー プを植物体上 に張 る こと によ り 害虫 を薬剤 に接触させて防除す る もの で， 防除効果が高 か っ た . 街路

樹の ア メ シ ロ FW- Ol は， フ ェ ロ モ ン製剤 で， これ を多数設置す る こと によ り 交信か く 乱で十分な密度抑制効果が得 ら

れ た . ま た ， 登録薬剤lが な い か非常 に少 な い イ チゴのハス モ ンヨ ト ウ ， ト マ ト の マ メ ハモ グ リ パエ， ア ス パラ ガ ス の

ハス モ ン ヨ ト ウ ， セ ル リ ー の マ メ ハモ グ リ ノTエ， レ ン コ ン の マ メ コ ガ ネ ， シ ョ ウ ガ のハ ス モ ン ヨ ト ウ と ア ワ ノ メ イ

ガ， 花 き 類の各種害虫 に実用性が認め ら れ た薬剤が登場 し た .

作物名

ナ シ

表-12 平 成7 年度総合判定で実用性あ り と判断された 薬剤， 抜粋(殺虫剤， 連絡試 験)

害 虫 名

ア プ ラ ム シ類 チ ェ ス 水和剤
クワ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ |モ ス ピラ ン水 溶剤l

一一 1 1一一

薬 剤j 名
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表-12 (続き)

作物名 害 虫 名 薬 剤 名

ナ シ ノ、ダニ類 MTI-73 2MC 剤

プドウ チ ャ ノ キ イ ロ ア ザミウ マ ア ドマ イ ヤー フ ロ ア プル

フ タ テ ンヒメ ヨコ J�イ モ ス ピラ ン水 溶剤

モ モ ア プラ ム シ類 チェス 水和剤

シ ンクイ ム シ類 DEI-9101 20% フ ロ ア プル

ハダニ類 AKD- 20 23 フ ロ ア プル， MTI-73 2 MC 剤， YI-5301 SC 

カ キ カ キ クダ ア ザミ ウ マ コ テ ツ フ ロ ア プル

カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ コ テツ フ ロ ア プル， モ ス ピラ ン水 溶剤

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザミウ マ コ テ ツ フ ロ ア プル

イ チ ジ ク ア ザミ ウ マ 類 モ ス ピラ ン水 溶剤

リ ンゴ ナ ミハダニ AKD- 20 23 フ ロ ア プル， コ テ ツ フ ロ ア プル

ハマ キ ム シ類 DEI-9101 20% フ ロ ア プル

リ ンゴ サ ピ ダニ マ イ ト ク リ ー ン

カ ンキ ツ ア プ ラ ム シ類 オ レ ー ト 液剤

ケシ キ ス イ 類 モ ス ピラ ン水 溶剤

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザミ ウ マ ア フ ァ ー ム 乳剤， コ テ ツ フ ロ ア プル， ベス ト ガ ー ド水溶剤

チ ャ ノ ホ コ リ ダニ AKD- 20 23 フ ロ ア プル， フ ロ ンサ イ ド SC( フ ロ ア プル) ， ケル セ ン水和剤 33

ミカ ンキ イ ロ ア ザミ ウ マ ア ー デン ト 水 和剤， オ リ オ ン水 和剤 40， ベス ト ガ ー ド水 溶剤

ミ カ ンハダニ KI-66 フ ロ ア プル， マ プ リ ッ ク VP ジ ェ ッ ト

キ ウ ィ フ キ ウ イ ヒメ ヨコ ノT イ サンマ イ ト 水和剤

ルーツ チ ャ ノ ホ コ リ ダニ サンマ イ ト 水和剤

チ ャ チ ャ ノ キ イ ロ ア ザミ ウ マ DEI -9101 20% フ ロ ア プル

チ ャ ノ ナ ガサ ピダニ サンコ ン ビ フ ロ ア プル， コ テ ツフ ロ ア プル

チ ャ ノ ホ コ リ ダニ サンマ イ ト フ ロ ア プル， サンコ ン ビ フ ロ ア プル， コ テ ツ フ ロ ア プル

チ ャ ノ ホ ソガ DEI-9101 20% フ ロ ア プル， ア ブ アー ム 乳剤

シパ ケラ ア プ レ ッ サー乳剤， サ ニ ー フ ィ ー ル ド乳剤， マ ル チ ガ ー ド水 和剤

シパッ ト ガ DEI-9101 80%頼粒水和剤

ス ジ キ リ ヨ ト ウ DEI-9101 80% 穎粒水和剤
タ マ ナヤガ サニ ー フ ィ ー ル ド乳剤， パ シ レツクス 水和剤， マ ル チ ガ ー ド水 和剤

平 成7 年度はカ ンキ ツ連絡試験では 38 薬剤の試験依頼があ り ， 169 件の受託がされ た . 落葉果樹は 4 2薬剤の依頼 に

19 2件の受託， リ ンゴは 29 薬剤の依頼 に 104 件の受託， 茶は 39 薬剤の依頼 に 175 件の受託， 芝は 20 薬剤 の依頼 に

110 件の受託が それぞれ なされ た . DEI-9101， ア フ ァ ー ム乳剤(エ マ メ クチ ン ベンゾエ ー ト 剤) など新系統の薬剤で

効果の 高 いものがあ っ た . 各作物で抵抗性が問題とな る ハダニ剤で， 従来 な か っ た タ イ プの薬剤が い く つ か よ い評価

を 受 け た . カ ンキツの ア プ ラ ム シ類の オ レ ー ト 液剤(オ レ イ ン酸ナ ト リ ウ ム ) ・ミ カ ンハダニ の KI-66 フ ロ ア プルは 気

門閉鎖型の農薬であ る . カ ンキ ツの チ ャ ノ ホ コ リ ダニ， ミカ ンキ イ ロ ア ザミ ウ マ ， キ ウ イ フ ルーツの各種害虫， いち

じ く の ア ザミ ウ マ 類， り んご の リ ンゴサ ピダニ， 茶のチ ャ ノ ナ ガ サ ピ ダニ， チ ャ ノ ホ コ リ ダニ， 芝のケラ は， 登録薬

剤が な い かご く 少 な いものであ っ た .

表-13 カ イ コ に対す る 影響試験(残毒試験) 結果

薬 剤 名 成 分名 ・ 量
処理 濃度 ・ 量 試験結果

00 ア ー ル当 た り ) (安全基準 日 数)

DEI-9101 25% 穎粒水和剤 Spinosad 25% 2， 500 倍 l OO�1 20 1 90 日

DEI-9101 20% フ ロ ア プル Spinosad 20% 2， 000 倍 100�1 20 1 90 日

ICIA-5504 フ ロ ア プル l O メ ト キ シ ア ク リ レ ー ト 系化合物 700 倍 1 20 1 18 日

10% 

チェス 水和剤 ピメ ト ロ ジン 25% 1 ， 500 倍 1 20 1 7 日

ラ プサ イ ド フ ロ ア プル フ サ ラ イ ド 20% 原液 少量散布 液剤落下指数 A-l : 1 日

A-3 : 1 日

一一一 12 一一一ー


